
ノート5：線形写像 (2)

5-1. 次元定理とその応用（注：教科書には書かれていないが役に立つので追加）

次の定理は次元定理とよばれ，多くの応用がある．

定理 5-1 (次元定理)

線形空間 V,W と，線形写像 f : V → W に対して，
dim V =dim f(V )+dim (Ker f) が成り立つ．

定理 5-1から次の定理が得られる．

定理 5-2

f をm× n行列Aによって表されるRnからRmへの線形写像とする．
このとき，dim f(Rn) =rank Aとなる．

定理 5-2の証明：

定理 5-2から次の定理が得られる．

定理 5-3

m× n行列A = (a1a2 . . .an)に対し，
dim < a1,a2, . . . ,an >=rank Aとなる．

定理 5-3の証明：

rank A=rank tAであることと，
dim < a1,a2, . . . ,an >= Aの線形独立な列ベクトルの最大数（補足 3-3 の証明を参照）
であることより，次の定理が得られる．（定理 2-1の一般化）

定理 5-4

行列Aに対し，
rank A = Aの線形独立な列ベクトルの最大数= Aの線形独立な行ベクトルの最大数．
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 >の次元と基底を調べよ．

解答：


